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【１】 【 ２００６年出題内容 】  

 

□一 物語文（永井龍男「黒いご飯」約 3000 字）、□二 随筆文（石井政之「人はあなたの顔をどう見ているか」約

2000 字）が出題されました。開成の国語は、主題・心情を読み取る読解力だけでなく、読み取った内容をまと

める文章力が求められています。まず、2006 年入試問題の問いの部分を抜粋したものを掲げましたので見

てください。 

     

 

国 語 （85 点/60 分） 

開成中‐対策法 



 

【２】 【 傾向と対策 】 

  久々に選択式問題が登場しましたが、あくまで記述主体の出題です。高校新課程では「コミュニケーション

能力」を重視しており、国公立大学のほとんどが記述式の回答を求めています。この傾向が御三家を中心と

した中学入試問題に波及したと考えられます。 

 

 記述の解答字数を見てみると、30字、40字、50字、100字とバラエティに富んでいるのが開成の特徴です。

こうなると、自分の考えたことをすべて解答に盛り込もうとしたり、思いつきで解答を埋めていくようでは歯が

立ちません。国公立大の問題と同じく、開成の問題も文章の全体把握を要求していると考えられます。全体

を把握した上でないと、問いごとに必要な解答字数を考えることができないからです。 

 

 また、全体把握とともに「記述力」を鍛えておく必要があります。そのためには、同じテーマについて、短くも

長くも書ける訓練をしておくのが有効です。つまり、長い文章を短く簡潔にまとめる訓練と、簡潔で短い文章

を具体的に敷衍して書く訓練が必要なのです。簡潔にまとめる訓練を通じて正確な言葉の使い方を学ぶとと

もに、具体的に敷衍する訓練を通じて論理的思考力を養成してください。 

 

 なお、合格者平均点は 44.1 点、全体平均点は 38.0 点であり、合格者と不合格者の点差は算数に次いで大

きいものとなっています。 

【３】 【 開成国語 合格への道程 】 

 

 

 

偏差値 

    （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5 年生の 2 学期 
    

5 年生の 3 学期 
    

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
   

 

 

 

 

 

開成の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚

で偏差値 70 以上、センター模試で偏差値

70 以上、サピックスで偏差値 64 以上、が

目安です。 

開成の国語で合格点を取るためには、

左の図の実線のように成績が伸びていく

ことが理想的です。これに対して、6 ヶ月

以上も点線のように偏差値が伸び悩んだ

ままですと、初めは晴れマークでも、結局

は雨マークになってしまいます。国語の対

策法をもっと具体的に知りたい人は、 

⇒ 永田先生（日能研）の 

国語偏差値２０アップ学習法 

⇒ 永田国語教室 をご覧ください。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性

http://www.jukendoctor.com/kokugo/
http://www.chugakujuken.com/hensa20up/kok20.html

